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研究成果の概要（和文）：可聴域上限を超え複雑に変化する超高周波が可聴音と共存すると、中脳・間脳・前頭
前野などの領域脳血流の増大、脳波α波の増強をなどの複合的反応（ハイパーソニック・エフェクト）をもたら
す。この効果は、超高周波が体表面に到達する条件においてのみ発現する。しかし、超高周波の受容器はいまだ
見出されていない。
そこで、部位別呈示に適した小型超高周波再生装置を開発し、超高周波を豊富に含む音源を準備して、脳波α２
ポテンシャルを指標とする超高周波の受容部位の探索実験を行った。その結果、超高周波に対する感度が高い身
体部位と、超高周波が呈示されると反応が抑制される部位の存在を見出し、超高周波受容器についての仮説を得
た。

研究成果の概要（英文）：The hypersonic effect is a phenomenon in which sounds containing significant
 quantities of non-stationary high-frequency components above the human audible range activate the 
midbrain and diencephalon and evoke various physiological, psychological and behavioral responses. 
This effect appears only under the condition that the high frequency reaches the body surface. 
However, no receptor of high frequencies has been found yet. 
Therefore, we developed a compact high frequency reproduction device suitable for this research, 
prepared sound sources rich in high frequencies, and conducted experiments to investigate the high 
frequency receptor using the alpha2-EEG (electroencephalogram) potential as an index. As a result, 
we found the body area that enhance or suppress the emergence of hypersonic effect. Based on the 
findings, we constructed a hypothesis about high frequency receptors.

研究分野： 情報環境学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
聴こえない超高周波の受容器を見出し、超高周波が基幹脳を活性化するメカニズムを解明することには、人間の
感覚メカニズムに関する基礎研究として大きな意義がある。超高周波によって血流が増大する脳深部には現代病
の発症と関わりの深い神経核が含まれていることから、、ハイパーソニック・エフェクトの医療応用への関心が
高まっている。超高周波の受容器・受容部位が明らかになることにより、より効果的な医療応用が可能になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景 

 
人間には、１秒間当たり２万回（20kHz）までの振動が音として聴こえ、それ以上の超高周波

は聴こえない。しかし、可聴域を超え複雑に変化する超高周波成分が可聴音と共存すると、中
脳・間脳・前頭前野などの血流を増大させ、免疫活性の向上、ストレスホルモンの減少、音のよ
り快適な知覚などをもたらすことを研究者らは見出し、ハイパーソニック・エフェクトと名付け
た。こうした効果をもたらす超高周波は 40kHz 以上であること、また超高周波成分をイヤホンで
聴覚系に呈示しても基幹脳活性化効果は発現せず、超高周波成分が体表面に到達する条件におい
てのみそれが発現することを研究者らは見出している。超高周波をイヤホンで鼓膜に呈示しても
こうした効果が発現しない理由は、中耳の耳小骨がフィルターとなって超高周波を遮断している
ことによる。ただし、体表面の超高周波の受容器がはいまだ見出されておらず、眼球説、毛包受
容器説をはじめ複数の仮説が併存している。 
  
 
２．研究の目的 
 
人間の可聴域上限をこえる超高周波の受容器を探索することを本研究の目的とする。そのた

めに、強力な超高周波成分を豊富に含む音源と、それを人体のさまざまな部位に選択的に呈示で
きる超高周波再生端末を開発し、基幹脳活性と正の相関をもつ脳波 α２ポテンシャルを指標と
して超高周波の受容器の探索を行う。 
 
 
３．研究の方法 
４．研究成果 
 
 現在、本研究の方法および成果に関する特許申請を準備中のため、申請後に再提出する報告書
に記述する。 
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